



Formation Process of the Huge Whaling Organization in the Saikai Whaling Industry Area





立行政法人水産研究センター中央水産研究所図書資料館）に所蔵されている『漁業制度資料 　筆写稿本』 （以下、 筆写稿本） 所収の （当時長崎県北松浦郡生月町壱部）益冨治保家文書（以下、益冨家文書）に含まれる三点の史料紹介である
　。
　筆者は、プロジェクト型共同研究において、長崎県





目録では、№一五二（一連番号） 「宝暦十二 　年〻御運上油納帳」 （書冊 ・ 年代順目録番号№一 ） 、 №八一 （一連番号） 「宝暦十三未四月 　午冬瀬戸組指引帳 　益冨
又左衛門」 （書冊 ・ 年代順目録番号№一三） 、 №一五九 （一連番号） 「安永四、 六月 　午冬ゟ未春迄瀬戸御崎大嶋組運上先納指引帳 　御勝手方 　益冨又左衛門殿」 （書冊・年代順目録番号№二八）となっている
　。
　これらの史料には、宝暦期（一七五一～一七六三）














































一 　同五千挺 　　 午ノ冬ゟ未春迄本魚四拾九本御運上油一 　同弐千三百 　
 宝暦元年未ノ冬勢美本魚弐拾本・座頭六分

















































































　　　　六月 　 御勝手方 　　　　 益冨又左衛門殿
一 　銀三拾貫目 　　　　午冬瀬戸浦受銀 　一 　銀六拾貫目 　　 御米先納一 　銀六拾貫目 　　 運上先納
一 　銀百五拾貫目 　　　瀬戸組油先納
　〆銀三百貫目
































































































　　　同三貫目　　 午二月二日木田善八納　　同三貫五百目　　 　午二月八日右同人納　　同三貫目　　 　午二月十二日木田善八納　　同壱貫目　　 　午二月廿二日右同人納　　同四貫五百目　　 　午三月朔日右同人納　　同七百目　　 　午三月二日右同人納　　同八百目　　 　午三月廿日右同人納　　同拾九貫五百九拾五匁弐分三厘　　 　午五月十四日右同人納　　同拾五貫目　　 　午五月八日右同人納　　同弐貫目　　 　日右 人納
































































































































 ）筆写稿本に関して本稿では神奈川大学日本常民文化研究所『漁業制度資料 　筆写稿本』 （二〇〇九年）を参照した。筆写稿本所収の益冨家文書の全体構成については次の機会に一覧化を予定している
（２
 ）引用・参考文献の服部一馬 参照。以下、とくに具体的に 献を示していないものは、引用・参考文献に掲げている。
（３




 ）松下志朗（以下、頁数を示していな 場合は 全体に関係しているためである） 。
（６
 ）松下志朗、 八～二二頁、秀村選三「近世西海捕鯨業におけ 生月島益冨組の創業」五～七 ・ 二 一六
 
（７）藤本隆士「幕末西海捕鯨業の資金構成」 。（８
 ）秀村選三・藤本隆士「西海捕鯨業」 、秀村選三「近世西海捕鯨業における生月島益冨組の創業」以外に、益冨組（巨大鯨組への移行）の形成過程に関する検討はなかった。今後さらな 精細な分析が必要である。
（９

































25）藤本隆士 「西海捕鯨業経営と福岡藩」 、 藤本隆士 「鯨油の流通と地方市場の形成」 。
（
26 ）藤本隆士「近世 同族団（一） 」 藤本隆士「近世西海捕鯨業経営と同族団（二 」 、末田智樹『藩際捕鯨業の展開』 。
（




　益冨家文書および益冨組の経済史 ・ 経営史研究に関しては、 恩師の藤本隆士先生 （福



























































































中園成生・安永浩、二〇〇九年、 『鯨取り絵物語』弦書房服部一馬、一九五三年 「幕末期蝦夷地における捕鯨業の企図について」 、 『横浜大学
論叢』第五巻第二号
秀村選三・藤本隆士、一九七六年、 「西海捕鯨業」 、 『江戸時代図誌 　西海道一』第
二十二巻、筑摩書房
秀村選三、 一九五二年 「徳川期九州に於ける の労働関係（一） 」 、九州大学『経
済学研究』第十八巻第一号
秀村選三、 一九五二年、 「徳川期 州に於ける捕鯨業の労働関係（二） 」 、九州大学『経
済学研究』第十八巻第二号
 　　



























































藤本隆士、一九七五年、 「近世西海捕鯨業経営と同族団（二） 」 、福岡大学『商 論叢』
第二十巻第一号





」 、九州大学『経済学研究』第四十四巻第二 ・ 三号
藤本隆士、一九七九年、 「捕鯨図誌『勇魚取絵詞』考 福岡大学『商学論叢』第
二十四巻第二 ・ 三号





史 　近世研究編 　福岡藩（二） 』福岡県
藤本隆士編、一九八四年、 「有川鯨組式法定（一） 」 、福岡大学 商学論叢』第二十八
巻第四号



















」 、 『福岡大学創立三十五周年記念論文集 　人文編』
森弘子・宮崎克則、二〇一〇年、 「天保三年『勇魚取絵詞』版行の背景」 、 『九州大学
総合研究博物館研究報告』第八号
森弘子・宮崎克則、二〇一二年、 「大槻清準『鯨史稿』と大槻玄沢『鯨漁叢話』の関
係性」 、 『九州大学総合研究博物館研究報告』第十号
森弘子・宮崎克則、二〇一二年 「西海捕鯨絵巻の特徴
―
紀州地方の捕鯨絵巻との比
較から
―
」 、西南学院大学『国際文化論集』第二十六巻第二号
森田勝昭、一九九四年、 『鯨と捕鯨の文化史』名古屋大学出版会 　＊
 参考文献には益冨組に関する研究を中心に掲げ、 　史資料、自治体史、図録類など
は省いた。
